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目次 

この簡単操作ガイドは、MapPaint2006 を操作する上で、最初に必要となる地図環境の作成方法と、最も基本的な

色塗りの設定方法を簡単に説明したものです。製品情報や各機能に関する詳細な説明に関しましては、電子ヘルプ

の内容を参照して下さい。※あくまでも最初の基本操作のみの説明書になりますので、詳しい内容等につきまして

は、電子ヘルプをご覧になりながら行ってください。 
 
 
第1部 MapPaint2006 のインストール手順 
1. MapPaint2006 のインストール 
2. ユーザ設定の手順 

 
第2部 連携表の作成手順 
1. 連携表について 
2. 連携表の作成 
3. エクセル表の保存場所 

 
第3部 地図環境の作成手順 
1. 地図定義ファイルの新規作成 
2. 作成した地図定義ファイルの保存場所 
 
第4部 階層情報の設定手順 
1. 階層について 
2. 階層情報の設定 
2-1.表示設定 
2-2.階層設定 
2-3.位置連携表設定 

 
第5部 色塗り手順 
1. 色塗り設定 
 
第6部 ジオコーディングした結果を MapPaint に取り込む手順 
ホームページ上にある「ジオコーダ無料体験」より、お手持ちの住所データに位置情報をつけることができます。 
このジオコーディングした結果を MapPaint に取り込み、活用する手順を説明します。 
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MapPaint2006 のインストール手順 

 
MapPaint2006 のインストール 

 
MapPaint2006 CD 版、ダウンロード版のインストール手順をご紹介します。 

 CD 版  

オンラインショップで「MapPaint2006 CD 版」をご購入後、製品の CD-ROM と「ユーザー登録カード」が届きます。 
届いた CD-ROM をご利用のパソコンに挿入します。通常、Windows の自動再生機能により CD-ROM を挿入するとスタート

アップ画面を表示します。 
「インストール」を選択すると、MapPaint2006 のインストーラが起動されます。 
インストール手順につきましては下記をご覧ください。 

 ダウンロード版  

MapPaint2006 の体験版ページより MapPaint2006 をダウンロードして下さい。 
オンラインショップで「MapPaint2006 ダウンロード版」をご購入後「ユーザー登録カード」が届きます。 

MapPaint2006 のダウンロード手順をご紹介します。 
1. 体験版ダウンロードページで利用申し込みへ必要事項を記入し、「ダウンロード」をクリックします。 
2. 「ダウンロード」をクリックすると体験版ダウンロード申込完了画面が表示され、ファイルのダウンロード画面が表示されます

ので、「MP2006_2_0_1_Setup.EXE」を保存します。 
3. 先ほど保存した、「MP2006_2_0_1_Setup.EXE」を開きます。セキュリティの警告が出た場合「実行」をクリックし

ます。スタートアップ画面を表示し「インストール」を選択すると、MapPaint2006 のインストーラが起動されます。 
----- 
ここからの作業手順は CD 版、ダウンロード版ともに同一の手順となります。 
セットアップをクリックします。あとは画面の指示に従ってインストールを進めてください。 

①                  ②                      ③ 

                                 
 
 
                          
 
 
 

④                  ⑤                      ⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールが完了したら閉じるボタンで終了してください。 
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ユーザ設定の手順 

 
MapPaint2006 のインストールが完了すると [ユーザ設定ウィザード] が表示されます。ここではユーザ設定の手順

をご紹介します。 
ユーザ設定が完了すると登録番号が表示されます。この登録番号はライセンス発行の際に必要ですので、控えて

おいて下さい。 

万が一控えておくのを忘れた場合、MapPaint2006 メニューバーの[ヘルプ]ボタンより、「バージョン情報」をクリックし

て、登録番号を確認できます。 

 
画面の指示に従ってユーザ設定を進めてください。 
① ユーザ設定ウィザードが表示されたら          ② ユーザ名を入力し、「次へ」をクリックします。 

「次へ」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 入力したユーザ名を確認し                 ④ ユーザ設定が完了します。登録番号と体験版として 

よろしければ「次へ」をクリックします。             利用できる期限が表示されます。 

          
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ コンピュータの再起動を行います。「再起動」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータの再起動をすると MapPaint2006 のインストールは完了します。 
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第２部 連携表の作成手順 

 
1. 連携表について 

MapPaint では、Excel や Access で作成された表を地図に関連付けて情報を視覚的に表現します。 

この表のことを MapPaint では「連携表」といいます。連携表にはその内容によって「コード連携表」と「位置連携表」

の 2 つに分類されています。※連携表の詳しい説明は、電子ヘルプの「連携表について」をご覧下さい。 
 「コード連携表」 → 地図に連携する連携表 
地図の 1 つ 1 つの形状が持つコードを、キーとして項目に持つ連携表です。 
地図（階層）への関連づけを設定して使用します。 
＊通常使用されるのは、コード連携表が多く使用されます。 

 「位置連携表」 → 位置に連携する連携表 
地図上の位置を表す座標値を、キーとして項目に持つ連携表です。 
地図データが緯度経度座標系で構成されている場合は、「緯度」・「経度」、 
独自座標系で構成されている場合は、「座標Ｙ」・「座標Ｘ」という項目を設定します 

 
 

2. 連携表の作成 
お手持ちのエクセルデータをコード連携表にする手順を説明します。 

1.MapPaint2006 に添付しているコード連携表にデータを追加する方法  
※MapPaint を起動している状態ではこの作業は行えません。MapPaint を一旦終了してから作業を行って下さい。 

 

1-1.MapPaint がインストールされているフォルダを開いて下さい。（ここでは、C:\Program Files\MP2000） 

Dataフォルダに収められている、日本.xls ファイルを開いて下さい。このファイルが MapPaint に添付している日本

地図に連携する連携表になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1-2. MapPaint に添付している連携表は、コードで連携している「県・市区町村・農業」シートと位置で連携している

「観測所」のシートから成ります。下図は県シートを表示しています。この県シートは左端の「県コード」で地図に

連携しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6 0 
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1-3. お手持ちのデータを右の列に追加します。追加できる項目数は最大 256 件までとなっております。 

(お手持ちのデータが県別の場合です。※データが市区町村の場合は市区町村のシートに追加して下さい) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1-4.必要なデータを追加したら、「名前をつけて保存」をして下さい。ここでは、ファイル名をサンプル.xls とします。 
保存先は MP2006 の Data フォルダです。これでお手持ちのデータが連携表に追加されました。 

 
2.お手持ちのエクセルデータを連携表にする方法 
お手持ちのエクセルデータに 1 で説明しました添付のエクセル表（日本.xls）の県コード、市町村コードを参考に 

エクセル表の左端にコードの列を追加して、MP2006 の Data フォルダに名前をつけて保存して下さい。 

※連携表は作成したら全て Data フォルダに保存して下さい。 
 

例） ここではお手持ちのデータが、「都道府県別のビール・酒の年間消費量」のデータと想定して説明します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 都道府県別のエクセル表データの左端に新しく列を挿入して下さい。 

② 項目名を「県コード」として、コードを入力して下さい。 

③ ファイルに名前をつけて「Data フォルダ」に保存して下さい。ここでは「サンプル.xls」とします。 

 

 

   連携表の作成手順は以上で終了です。 
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第３部 地図環境の作成手順 

地図データと表データを指定して、新しく作業する地図を作成します。 
（指定した地図と表の組み合わせを、MapPaint では「地図定義ファイル」と呼びます） 

 

1. 地図定義ファイルの新規作成 
MapPaint を起動すると、作業する地図環境を選択する画面が表示されます。 新規に地図環境を作成する場合は、 
「新規作成」を選択します。すでに作成された地図環境を使用する場合は、「地図選択」を選んで下さい。 
ここでは、新規に地図環境を作成する手順を説明します。 

①新規作成を選択します                    
                                  MapPaint に添付の日本地図を選択して開くをクリック 
 
 
 
 
 
 

 
                                    

②地図と連携表を選択します                地図と連携したいエクセル表を選択して開くをクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
③地図と連携表を選択したら作成ボタンをクリック     ④作成した地図と連携表の組合せに名前をつけて保存 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
⑤階層情報の設定画面が表示されます。階層情報の設定方法は 6 ページ「第３部 階層情報の設定手順」の、 
「2.階層情報の設定」をご覧下さい。 

未定義の状態のままOKボタンを押すと、

右図のようなモノクロの日本地図が表示

されます。これは階層設定の色設定が行

われる前の状態になっているからです。 
この状態からも階層情報の設定は行えま

す。（P.6 3 部 2.階層情報の設定参照） 

＜補足＞



Page：7/16 

株式会社マップクエスト 

 
2. 作成した地図定義ファイルの保存場所 

１の要領で、様々な用途に合わせた地図定義ファイルを作成することができます。この地図定義ファイルは、拡張

子が○○.TBL というファイル名で MapPaint2006 の「Tbl」フォルダに全て保存されます。次回からは、メニュー「地

図選択」から作業したい地図定義ファイルを選択して作業を始めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①MapPaint を起動して、「地図選択」を選択します。     ②作成した地図定義ファイルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      作業したいファイルを選んで「開くボタン」をクリックします。 

                                       

                  

③ ②で選んだ地図が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

                                       

                                  

    

 

   地図環境の作成手順は以上で終了です。 

新規作成で作成した地図定義ファイル（地図と連携表の組合せ） 
は全てこの Tbl フォルダに保存されます。 
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第４部 階層情報の設定手順 

 

1.階層について 

階層とは地図のグループ分けの単位です。地図は「階層」の組み合わせでできています。 
地図は都道府県や市区町村といった種類によって「階層」というグループで管理します。 
MapPaint では、地図の表示スタイルを階層別に設定します。これらを「階層情報の設定」ボタンで行っていきます。

地図と連携表の関連付けを設定したり、表示する地図の階層を変更することができます。 

※階層情報の設定の詳細に関しましては電子ヘルプ：キーワード：「階層情報の設定」「階層設定」をご覧下さい。 

 

2. 階層情報の設定  

2-1.表示設定 ：表示設定では、MapPaint で表示する地図を選択します。MapPaint では、「基本地図」、「選択地図」の

二種類の地図ウィンドウを表示します。「基本地図」とは、MapPaint を起動して最初に表示される地図のことです。

「選択地図」とは、選択した地区の地図だけが表示される地図のことです。ここでは、その地図ウィンドウで表示する

地図の階層を設定します。ツールバーの階層情報設定ボタン    から始めます。 
 
① 新規作成で作成した地図定義ファイルの     ②MapPaint に添付している日本.TBL ファイルを参照します。 

階層情報は全て「未定義」となっています。     （※「日本.TBL」をベースに地図定義ファイルを作成されてい 

左下の「参照ボタン」をクリックします。         る場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ②で選択した日本.TBL ファイルの階層が      ④基本地図と選択地図を決定します。 

表示されました。          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※右図の場合は最初に表示する 

地図は県のみの表示となり、 

一つの地区を選択した場合には 

県と市区町村が表示されます。 

 

基本地図 選択地図 

基本地図 
では、県のみ

を選択 

選択地図では、

市区町村と県を

選択 
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2-2.階層設定 ： 階層設定では、各階層の階層色と各階層に連携させる連携表の決定、または変更を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 階層を設定する地図が管理する階層が     ②設定する階層を選択すると階層名称が表示されます。 
左側にリスト表示されます。                 階層色を変更する場合は色の部分をクリックすると色の設 

                                  定を変更できます。選択した階層に連携する表がある場合         

                                  連携表の部分に連携するシート名が表示されます。 

                                  各設定が決定したら「設定ボタン」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ②と同様に各階層もそれぞれ設定して下さい。ここで連携表を設定しないと、地図と表が連携できていない状態

になります。 

 

2-3.位置連携表設定 ： 位置情報を持つ表データを位置連携表として設定します。 
位置連携表の情報は、「情報表示」や「ラベル表示」、「色塗り」などの機能で見ることができます 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 位置情報を持つ表データがあると、右の「連携表候補」      ②左の位置連携表一覧に追加されました。 

にそのシート名が表示されます。選択して「追加」ボタンを        ※追加をやめたい場合は、「削除」ボタンで 

押して下さい。                                 一覧から連携表候補に戻すことができます。 

※補足 

 

 

位置連携表設定で設定した表は、画面右上で 

表示している地図の連携表で変更が可能です。 

                                表示している地図に連携している全ての連携表から選択します。 
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※表示、階層、位置連携の各設定が全て完了しましたら、 

「OK」ボタンを押して下さい。全ての階層情報の設定ができました 

ので、右図のような地図が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※補足 

「基本地図」と「選択地図」の表示を選ぶには、メニューバーのウィンドウよりそれぞれ選択して頂けます。 

（下図はそれぞれ、表示設定で「基本地図」は県を選択、「選択地図」は県と市区町村を選択しています。） 

 

 基本地図 （県のみの選択）                    選択地図 （県と市区町村を選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Page：11/16 

株式会社マップクエスト 

 

第５部 色塗り手順 

 

1.色塗り設定 

初めに色塗りを行う階層を決めます。ここでは色塗りを行う階層を「県」として説明します。 

 

① 画面右上の連携表が県になっていることを         ②ツールバーの「色塗りボタン」をクリックします。 

確認します。 

 

 

③ 色塗り用ツールバーが画面左上部に表示されます。    ④色塗りを行いたい項目を選択して下さい。 

 下矢印をクリックすると、色塗りを行う項目が全て        ※ここでは、高齢者人口で色塗りを行います。 

 表示されます。 

                                    

 

   

 

 

 

 

 

⑤ 項目を選択したら「色塗り設定」ボタンをクリックします。 

右図の色塗り設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

⑤-1.「自動設定」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑤-2.色塗りの分割数を設定する画面が表示されます。 

ここでは、「分割数を決め、均等分割」を選択して、 

任意の分割数を決めて｢設定ボタン｣をクリックして下さい。 

 

※ もっと細かい設定を行いたい場合は、下の 

「分割数、初期値、増分値を決め分割」を選択して下さい。 
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⑤-3.色は左の色の部分をクリックすると「色の設定」画面が 

表示されますので、お好きな色を選んで下さい。 

 

色を全て選んだら、「色塗り設定画面」の「保存ボタン」を 

クリックして下さい。 

 

 

※色の設定の詳細に関しては、電子ヘルプ：キーワード「色設定」 

  を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤-4.右の「実行ボタン」をクリックして下さい。 

設定した条件で地図が色塗りされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他色塗り機能の詳細に関しましては、電子ヘルプ：キーワード：「色設定」～「色塗り設定」をご覧下さい。 
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ホームページ上にある「ジオコーダ無料体験」より、お手持ちの住所データに位置情報をつけることができます。 
ここでは、このジオコーディングした結果を MapPaint に取り込み、活用する手順を説明します。 

 

① ジオコーダで出力されたカンマ区切りの位置情報データをコピーして、Microsoft メモ帳(ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ) 

に貼り付け、名前をつけて保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Microsoft Excel を開いて、①で作成したテキストファイルをインポートします。 

インポートしたら名前を付けて保存して下さい。(ここではファイル名は "住所結果.xls" とします)  

 

③  ②で作成した住所結果.xls を MapPaint で使用できるように、位置連携表へインポートします。 

 

④ 住所結果.xls を追加したい MapPaint の連携表ファイルを Microsoft Excel で開きます。 

(ここでは "日本.xls" とします) 

 MapPaint の連携表ファイルは ここでは"C:¥Program Files¥MP2000¥Data" にあります。 

 

⑤ 2 つのファイルの内容が表示されていることを確認してください。 

 画面上に 1 つのファイルの内容しか表示されていない場合は、[ウィンドウ] - [整列] - [並べて表示] 

を実行してください。 

 

  
 

 

 

 

第６部 ジオコーディングした結果を MapPaint に取り込む手順 
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⑥ 2 つのファイルを開いた状態で、住所結果.xls のシートを連携表ファイルのシートの右側へ 

ドラッグ & ドロップしてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑦  「住所結果.xls」シートが連携表ファイルへコピーされたことを確認してください。 

 

  
 

これでジオコードした結果を位置連携表としてインポートすることができました。 

連携表ファイルを保存して、Microsoft Excel を終了してください。 

 

⑧ ⑦でインポートしたシートを MapPaint で位置連携表として設定します。 

MapPaint を起動して、住所結果をインポートした連携表と地図の組み合わせ 

（ここでは "日本.TBL" とします)を開いて下さい。 

 

⑨ 階層情報の設定ボタンから、「住所結果」を位置連携表として追加します。 

階層情報の設定から位置連携表設定を選択すると、連携表候補にインポートした住所結果が 

表示されます。「住所結果」を選択して、右の追加ボタンを押してください。 
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左の位置連携表一覧へ住所結果が追加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ ジオコーディングした結果を位置連携表に追加し、MapPain2006 のシンボル表示機能を 

使うと、下の図のように位置の情報が点で表示できます。 

（※シンボル表示の操作方法などの詳細は MapPaint 電子ヘルプをご参照下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補足＞ 

 MapPaint2006 は作業途中及び作業終了の状態でファイルの保存はできません。 

※次回起動時には、地図定義ファイルは初期状態で起動します。尚、階層設定や色塗り設定などの情報は保存

されています。 

 市町村合併等によるソフトの更新については未定です。尚、手動で MapPaint に付いています「地図編集ツ

ール」より地図の編集は行えます。※詳細に関しては付属の「地図編集ツール操作説明書」をご覧下さい。 

 

 

以上で簡単操作ガイドは終了です。この操作ガイドでは始めの操作手順のみを細かく説明させて頂いておりますので、 

MapPaint2006 には、ここでご紹介した以外に、まだまだたくさんの機能がございます。 

この他の機能、操作に関しましては製品の電子ヘルプをご参照下さい。 

 


